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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2020-2021年度クラブ方針 

自制心と結束力を繋ぐ理解のハーモニー 
「学ぶLearning・感じFeeling・動くMoving」 

りです。徐々にですが通常例会に戻す努力をしてまいり

ます。もう少しのご辛抱を！ 

井上君：2ヵ月ぶりの例会場です。北畑君、本日の卓話よ

ろしくお願いします。 

上野山（捷）君：北畑君、本日の卓話よろしくお願いしま

す。 

橋爪（正）君：他の会議の為、早退させていただきます。 

脇村君：皆さん、ご無沙汰しております。お元気で何よりで

す。 

岩本君：久しぶりの例会楽しみにしています。 

松村君：北畑さん、卓話楽しみにしています。 

中元君：北畑さん、本日の卓話よろしくお願いします。任

君、ようこそ有田RCへ。 

川口君：本日の会員卓話、北畑貴行君、宜しくお願い致し

ます。 

木本君：北畑貴行君、本日の卓話宜しくお願い致します。 

丸山君：北畑さん、卓話楽しみです。母の葬儀では、お手

伝い、ご参列どうもありがとうございました。改めて、ロー

タリー会員との絆を感じました。これからもよろしくお願

いします。 

辻君：本日の北畑さんの卓話楽しみにさせていただきま

す。頑張ってください。 

北畑君：本日、卓話させていただきます。勉強不足ではあ

りますが、よろしくお願いします。 

 

〔木本例会運営委員〕 

本日の会員数２９名 

（出席規定免除会員９名） 

出席会員数２５名 

（出席規定免除会員８名） 

 

 

 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

 

前回の報告（第２９６３回例会） 

令和３年２月１８日(木）  

〔橋爪（誠）君〕 

 

〔川口親睦活動委員長〕 

ゲスト：任 泰然 君(米山奨学生) 

 

 

〔木本R財団委員長〕 

 

〔北畑副SAA〕 

橋爪（誠）君：任泰然君お久しぶりです。今回の例会を入

れてラスト2回ですね。コロナの影響でお酒一緒に飲め

ていませんが、次の拠点立命館大学のある京都でコロ

ナ終息後ゆっくり飲みましょう！会員の皆様もお久しぶ

  令和３年２月２５日 第２９６４回 

・会員卓話：成川 守彦 君 

  「私の国際奉仕（里親）」 

・ソング：「四つのテスト」 

  令和３年３月４日 第２９６５回 

・会員卓話：丸山 芳孝 君 

      「未定」  

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

１ 

点  鐘 

開催日 

２９６３ Nｏ． 

島 海碩 書 

ＰＨＦ表彰 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

会 長 

幹 事 
R広報委員長  

橋爪 誠治 

井上 修平 

菅原 佳典 

ゲストの紹介 

米山奨学金授与 

 

橋爪（誠）会長より 

任泰然君に 

2月の米山奨学金が授与

されました。 

橋爪誠治君にポールハリ

スフェローの表彰状と認

証ピンが届きましたの

で、木本R財団委員長か

ら授与されました。 



２ 

平和構築と紛争予防月間 

〔橋爪（誠）会長〕 

「教える」と「学び」 
 先週土曜日、福島県・宮城県に震

度6強の地震が起こりました。被害に

あわれた方々にお見舞い申し上げま

す。平穏な日常に一日も早く復旧出

来ることをお祈りいたします。2640地

区からの義捐金の協力要請がある場

合は、直ちに有田ロータリークラブも

賛同の意を表したいと思います。 

 さて会長の時間ですが、テーマは「教える」と「学び」で

す。教育って本当に難しいとつくづく思います。特に従

業員さんに伝えたいという想いが強ければ強いほど感情

的になりがちです。自分の経験値から自己中心的な意

見を伝えているだけで、言いたい内容の半分も伝わって

いないような気がしていつも自己反省しています。 

 最近そんな悩みから、一冊の本を読んで気づきがあっ

たのでご紹介させていただきます。 

 著者は佐伯夕利子さんで、「教えないスキル」ビジャレ

アルに学ぶという本です。この方は、2008年9月よりサッ

カーチームのスペインのビジャレアルCFの育成部スタッ

フとなり、2009年8月からはユースAチームコーチングス

タッフアシスタントをされていました。スペインリーグで活

躍し異才を放つ、久保建英選手が以前所属していた

チームです。（レアルマドリード→マジョルカ→ビジャレア

ル→ヘタフェ）2018年3月、Jリーグを運営する（公社）日

本プロサッカーリーグの特任理事（非常勤）に選任され、

2020年3月から（公社）日本プロサッカーリーグの常勤理

事を務めていらっしゃいます。 

 サッカーチーム強化のために持続可能な人材育成を

目指すための問題定義で、プロになるという狭き門

（0.012％）に挑戦するためだけの教育だけでは無理があ

るということです。プロになれたとしても引退後に6割が自

己破産してしまう現実があります。「人として育てる」ことの

重要性から教育プログラムを根本的に見直し、人口5万

人規模（海南市相当）の小さな町に強いサッカーチーム

を根付かせる教育論に挑戦・取組を紹介してくれていま

す。 

 考え方の主語を変える。「教える」は指導者や上司が主

語ですが、一方「学ぶ」は選手が主語となります。指導者

はあくまでも選手の「環境」の一部であること。教えるのが

うまいのは、あくまでも指導者のスキルであり、選手が学

べる環境をつくることが育成術の生命線であるということ

です。選手が自発的に「学びたい」と思う環境づくりを大

切にしています。 

 コーチの指導を見直すために、コーチ一人ひとりにカメ

ラをつけて発言内容をチェックすると、「指導＝駄目だし」

の連発だったそうです。また選手を褒める言葉が単純

で、ＧＯＯＤやVery goodだけで具体的な評価が出来て

いないことがわかったそうです。声をかける選手にも偏り

があったなど、コーチ同士コーチングをお互いに徹底的

に見直したようです。選手の行動の理由に耳を傾けるこ

と、そして色々な多様性と考えを尊重すること。互いをリ

スペクトしながらコミュニケーションに力を注いでいます。 

 人の教育は、人に頑張ってもらうのではなく、頑張って

もらえる環境づくりが大事だという考え方を本から学びま

した。人が自ら考え自身で動くようになるには、地道な努

力が必要だと感じています。小さい町でも、小さな会社で

も持続可能なパワーを生み続けるには、人を育てる教育

が大切なポイントだと感じています。 

 

〔井上幹事〕 

1.第12回臨時理事会（2月14日） 

 ①2月の18日の例会開催方法は対

面式、YouTube式、DVD式のハ

イブリット方式で開催する（尚、

食事は対面式の場合はお弁当

を持ち帰りとし、会場内で飲食は

しない） 

 ②複合機故障による入替はミカサ

事務機とリース契約をする（木協とは印刷費、使用料

込みで税込1,000円/月で共同使用する 

2.ハイライトよねやまが届く 

3.地区大会への参加者はクラブ会長・幹事 選挙人 地

区役員の限定参加者での開催 

後日動画配信の予定 

登録料は不要、賦課金6,000円のみ請求 

4.4月18日開催予定のIMは中止 

5.例会変更は後方に掲示しています 

 

 

※親睦活動委員（川口委員長） 

・お弁当の件 

・お楽しみ福袋の件 

 

 

「ロータリー活動を振り返って」 
 

 

 

  会員 

   北畑 貴行 君 
 

 

 

 皆様こんにちは。本日卓話をさせていただきます北畑で

す。コロナ禍ですが、有田ロータリークラブに入会してか

ら感じたこと、学んだことと、あとは最近の私の事もお話さ

せていただければと思います。よろしくお願いします。深く

勉強をしようと思いましたが、かまけてしまったので表面だ

けの卓話になりそうですがよろしくお願いします。 

 入会は平成30年10月でした。今でもよくわかっていませ

んが、用語や英語の意味が普段馴染みのない用語が分

からなかったと振り返ります。SAAやフェロー、ガバナーな

ど。 

 コロナ禍になり１年以上過ぎまして、今回の卓話を考え

るにあたり、過去の週報を読み返したり、友紙を見てみた

り思い返してみました。様々な例会を今まで出席させてい

ただき、また、委員会メンバーとしても活動をさせていただ

 幹事報告  

 卓 話 

会長の時間  

委員会報告 



きました。初めての卓話は自己紹介をさせていただきまし

て、20分でネタが尽きたこともありました。 

 印象的なこともたくさんあります。一例を言わせていた

だきますと、60周年記念 式典・祝賀会に参加致しまして 

「まちづくりサミット」発見！あたらしいまちづくり では地

域の活動を教えていただきました。私の住む町、有田川

町からもAGWのメンバーが参加しプレゼンテーションを

発表されていました。その後の懇親会にも出席させてい

ただき、楽しく過ごさせていただきました。 

 60年前といえば当時1959年、昭和34年、時代でいえば

キューバ革命が起こり、シンガポールが独立、メートル法

の制定があり、フジテレビが放送スタート、父親は当時７

歳と、私にとっては全然時代背景が創造できていませ

ん。長い歴史の中で培われているクラブであると改めて

思いました。 

 他にもドローンの卓話をされた山本さんとは、ドローン

撮影をしていただいたり、ドローン講習に来ていただいた

りしています。 

 他にもお酒の好きな私には、新年例会、家族会など懇

親会が印象に残っています。皆様の家族との懇親は世

代関係なく、温かく私たち家族を受け入れていただきまし

た。 

 職業奉仕、国際奉仕、社会・青少年奉仕など、奉仕の

精神をもって活動していくという理想は素晴らしいと思い

ます。長年JCに参加していましたが、JCは青年会議所と

名の通り、会議の練習をする場所で、入念な資料作り

や、事業を実施するまでの根回しや、準備などの大切さ

がわかり、何より経営者としての資質を学びました。特に

青年ですので、何をするのも一人前で失敗を許されると

言うことで、社会に出てのふるまいなど、練習道場的なと

ころがありました。あそこでの奉仕とは、奉仕を通じての

自己成長が目的と言っても過言ではないと思います。し

かし、ロータリーではもちろん自己研鑽ということも結果的

にはあり得るのですが、本当の意味での他者への奉仕が

重要になると思い、それが4つのテストと思っています。 

 ロータリーの深い奉仕の精神は私自身の経験ではな

かったように思いますし、また、他の会も入っています

が、その業界や経営者親睦など、利己利益の為に活動

してるのが大半ですのでロータリークラブの理想の高さに

は感服いたします。 

 特に職業奉仕は元々は互恵取引から始まったものと、

友紙に書いてありました。今の様な自身の職業で社会

に奉仕すると言うことはとても興味深いです。当社の様

な建築の仕事であれば、何が出来るか考えてみました。 

まずは、建物、や構造物を残すこと。人々が使いやす

い、壊れないなどなど、の提案をし、施主や使った人のこ

ころが少しでも豊かになればそれは奉仕なのかなと思っ

ています。                                                                                                                           

 どのような会でも入っただけでは楽しさが理解できること

もないと思いますし、活動を通じて理解が深まればいい

かなと思っています。これだけの世代が集い活動をして

いけば世代間の意見の相違、職業柄の意見の相違もあ

るでしょう。そしてロータリーに入っている方々だから理解

していただける部分も沢山あるように感じます。今まで成

しえてきた様々な経験がギュっと詰まった方々ですので

勉強になることは沢山吸収したいなと思っています。 

 一昨年くらいからロータリーアクトや若手の入会希望者

を増やそうなど、地域の若い世代をクローズアップしてい

る部分もありますよね？私より上の世代まで入れて若手

世代と思います。会員数拡大は至上命題であり、悩まし

い部分ではあると思います。次期RI会長のシャカール・

メータ氏は会員一人が会員を一人増強することをしようと

言われています。 

 本当にそんなことができればすごいですが、この有田

ではなかなか難しいと思いますが、若手として若い知り合

いに声をかけていこうと思っています。しかしながら、現

役世代で週一回お昼に参加をしていくのはなかなか大

変なのは私自身が感じている部分です。会社の業務とお

客さんの間を参加していくとなると、だれもが気軽に、とは

いかなくなるのです。 

 元気があれば何でもできると有名なプロレスラーは言っ

ていますし、私自身がもう少し時間の使い方を上手にし

ていけばいいのでしょうが、未熟者でしてまだまだ勉強中

です。 

 昨今のコロナ禍での有田ロータリーの活動はZOOMや

YouTubeを活用して、WEBでのリモート例会など、このよ

うな状況でも、橋爪会長はじめ役員の方々が本当に知恵

を出してやってくれていて大変感謝しています。今後も

できるかぎりですが、参加していきたいと思います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

３ 

平和構築と紛争予防月間 

閉会・点鐘 〔橋爪（誠）会長〕 

日程 ３月の例会プログラム 

３/4(木) 
会員卓話 

丸山 芳孝 君 

３/11(木) クラブフォーラム 

３/18(木) 休会 

３/25(木) 後期IDM発表 


